
目指す環境都市の姿 

 

 

≪地域≫ 

・ 木材や冷熱エネルギーなどの地域の環境資源を活用した産業やコミュニティ活動が活性化 

・ 耕作放棄地となっている土地が田畑として適切に利用されることで，農地の多面的機能が回復 

≪環境意識≫ 

・ 身近な自然を守る意識が高まり，緑化や自然環境の保全活動が普及 

・ 「もったいない」の精神の醸成により，３Ｒに関する取組が活性化され，分別率が向上 

≪エネルギー≫ 

・ 太陽光発電や蓄電池などを導入したエネルギーを自給自足する災害にも強い住宅が普及し始める 

・ 市有施設に太陽光発電と蓄電池を導入することで，環境負荷の少ないエネルギー利用と災害時におけるエネルギー確保 

≪交通手段≫ 

・ ＬＲＴ等の導入により公共交通の利便性が向上し，誰もが安心して移動できる環境が整い始めている 

・ 産業拠点などにおいて，公共交通と連携したカーシェアリングの取組が行われ始めたことで，公共交通機関の階層性が高ま

り，市内各地への移動が快適化 

・ 水素を活用した実証試験など，次世代の環境技術を利活用した取組が市内で積極的に展開 

 

 

 

 

 

 

 

例えば… 

≪地域≫ 

・ 地域ごとに異なる資源が循環し，都市部と農村部が互いに支えあう仕組みが構築され，まち全体が活性化 

・ 耕作放棄地となっている土地を田畑として利用するだけでなく，環境教育のフィールドなどにも積極的に利用 

≪環境意識≫ 

・ 身近にある森や田畑に訪れる機会が増え，自然に関心をもち，楽しみながら自然と共生した暮らしが広がる 

・ ３Ｒの意識が定着し，分別だけでなく，地域におけるフリーマーケットなどの様々な３Ｒの活動が展開 

≪エネルギー≫ 

・ 自立分散型エネルギーに加え，ＩＣＴの充実により，お年寄りの見守りサービス，病院予約等の安全・快適で環境にもやさし

いライフスタイルが形成 

・ 複数の施設において再生可能エネルギーが導入され，エネルギーマネジメントシステムで統合管理することで，効率的なエネ

ルギー利用が図られ，地球温暖化抑制の貢献，防災機能の強化 

≪交通手段≫ 

・ 移動方法の充実により，子どもからお年寄りまで誰もが快適に安心して移動できるようになるなど，市民の活動が活性化 

・ カーシェアリングだけでなく，サイクルシェアリングなどへ取組の幅が広がり，環境にやさしい移動手段の選択肢が増えたこ

とで移動の環境負荷低減が一層推進 

・ 燃料電池自動車などの普及に伴い水素ステーションも市内各地に設置されるとともに，再生可能エネルギーから水素を製造す

るなど，新たな環境関連の産業が創出 

前期計画 
２０５０年頃の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年頃 

ＳＤＧｓ未来都市，スマートシティの推進， 

ポスト・コロナ，新たな環境問題 など 

 
【ひと】市⺠の暮らしの視点 
１ 「もったいない」のこころで行動する人づくり 

２ エコで便利なライフスタイルを生み出す行動促進 

【まち】まちの空間の視点 
３ 自然と調和したコンパクトな地域づくり 

４ グリーンな交通システムの構築 

【しくみ】暮らしや空間を⽀える仕組みの視点 
５ 環境と経済の連携による地域の環境資源を活かした

産業や取組の創出 

６ 社会全体を先導する市の率先行動 

後期計画 

２０２０年頃 

みんなが「もったいない」のこころを持って行動し， 

自然の恵みとエコで便利なライフスタイルを満喫できるコンパクトシティ 

●（ひと） 

みんなが“「もったいない」のこころ”

を持って，自然の恵みとエコで便利なラ

イフスタイルを満喫しながら，健康で快

適に暮らせるまち 

●（まち） 

水と緑があふれる空間の中に，

様々な機能をもった拠点が形成さ

れ，誰もが目的にあわせて自由に活

動，移動できる利便性の高いコンパ

クトなまち 

●（しくみ） 

みんなが“「もったいない」のこころ”

で自然・文化・人・モノを大切にし，

上手に活用する，環境にやさしい循環

の仕組みが，エコな暮らしや経済活動

を支えているまち 

・地球温暖化の原因となる温室効果ガスを排出しない脱炭素社会

・「もったいないのこころ」でひとやものを大切にする循環型社会

・環境，経済，社会の統合的な向上が図られた持続可能なまち 

環境未来都市うつのみや 

●（ひと） 

みんなが“「もったいない」のこころ”

を持って，自然を大切にしながら，エコ

でスマートなライフスタイルを満喫でき

るまち 

●（まち） 

水と緑があふれる空間の中に，

様々な機能をもった拠点が形成さ

れ，誰もがエコで健康的に活動，移

動できるコンパクトなまち 

●（しくみ） 

再生可能エネルギーと環境にやさし

い循環の仕組みが，地域のつながりや

経済・社会活動を支えている持続可能

なまち 

 

【ひと】市⺠の暮らしの視点 

１
「もったいない」のこころで 

行動する人づくり 

２
環境未来都市を見据えた 

ライフスタイルの促進 

【まち】まちの空間の視点 

３
自然と調和したコンパクトな 

地域づくり 

４ グリーンな交通システムの構築 

【しくみ】暮らしや空間を⽀える仕組みの視点 

５ 環境・経済・社会の統合的な向上 

６ 地域循環共生圏の構築 

「もったいない」のこころで行動する人づくり 

・ライフステージに応じた環境教育・環境学習により，環境配慮行動が選ばれて

いる。 

・市民・事業者・行政の環境意識が高まり，それぞれが連携して実践行動に取り

組んでいる。 

環境未来都市を見据えたライフスタイルの促進 

・蓄電池の導入が進み，自立分散型エネルギーによる災害に強いエコな住環境や

や，電気自動車や燃料電池自動車が広がり始めている。 

・ＩＣＴが積極的に導入され，エコで便利なライフスタイルが確立しつつある。 

 

自然と調和したコンパクトな地域づくり 

・歩きやすさの視点からまちづくりが行われ，車から徒歩や自転車への転換を促

進する素地が整い始めている。 

・都市部や住宅街においても緑豊かな植栽等が施され，自然を身近に感じること

ができるまちとなっている。 

グリーンな交通システムの構築 

・再生可能エネルギーを活用したＬＲＴが運行し，市民に活用されている。 

・徒歩や自転車も活用した公共交通ネットワークが構築され，自動車依存度に減

少がみられる。 

 

環境・経済・社会の統合的向上 

・ポスト・コロナにおいて，既存の設備やシステムを低炭素や脱炭素なものへ再

構築させる「グリーン・リカバリー※」の促進により，ＳＤＧｓに寄与している。

地域循環共生圏の構築 

・３Ｒの取組が広がりを見せ，食品ロスの削減やごみの資源化量の拡大，分別の

向上がみられる。 

・地域新電力会社が設立され，再生可能エネルギーの地産地消が行われている。 

・地域間で環境資源を循環させるしくみづくりや環境保全を通じた自然との共生

に向けた取組が始まっている。 

※ 気候変動対策や生物多様性の保全を通じて，災害や感染症などへの対応力の高い社会・経済モデルへの移行を図る 

２０５０年頃の姿 

みんなの「もったいない」のこころが循環型社会を構築し， 

自然とともに生きる脱炭素社会を実現したスマートなコンパクトシティ 

「もったいない」のこころで 

行動する人づくり 

・環境配慮行動が当たり前のこととな

り，定着化している。 

・市民・事業者・行政による環境保全等

の協働体制が構築されている。 

 

環境未来都市を見据えたライフスタイル

の促進 

・太陽光でエネルギーをまかない，燃料

電池自動車が中心となるなど，脱炭素社

会に向けた市民意識が定着している。 

・ＩＣＴが日常に溶け込み，様々なコト

がリモートで快適にできるライフスタイ

ルとなっている。 

自然と調和したコンパクトな 

地域づくり 

・歩きやすいまちづくりが進み，車

から徒歩や自転車への転換が進み，

エコで健康的に暮らしている。 

・市街地がエコでコンパクトに再開

発され，自然が身近で，市民の活気

があふれるまちとなっている。 

 

グリーンな交通システムの構築 

・公共交通ネットワークが市民生活

の軸となり，自動車からの転換が進

んでいる。 

・公共交通機関は，再生可能エネル

ギーにより運行されている。 

環境・経済・社会の統合的向上 

 

・環境に優しい人とまちが，再生可能エ

ネルギーを中心としたグリーンな経済・

社会活動を構築している。 

 

 

 

 

地域循環共生圏の構築 

・市域全体に３Ｒの取組が広がり，ごみ

の総量が大幅に削減されている。 

・都市部と農村部のそれぞれの資源が循

環し，互いに支えあっている。 

・自然環境が保全され，自然の防災イン

フラなどが機能している。 

別紙２ 

推進方針（見直し後） 推進方針 


